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１．地域貢献日本一、その基本戦略

２．北九州学術研究都市での産官学連携

３．北方キャンバスでの地域貢献

①社会人教育、生涯教育

②小中高校生教育支援

③教員と学生によるＮＰＯ活動

④大学間連携

北九州市立大学改革の地域貢献

北九州市立大学学長 矢田俊文

日中大学フェア＆フォーラムー地域に根ざした大学作り

2010.1.29
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１．地域貢献日本一、その基本戦略

日本経済新聞

地域貢献

ランキング

２００８

２２２２
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平成２１年１１月１６日（月）

日本経済新聞 朝刊 ２６頁

北
九
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立
大
学
は
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ン
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上
位
の

常
連
校
だ
。

2006 2位

2007 8位

2008 1位

2009 2位
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矢田作成

北九州市

北九州市の位置と特徴

世界の環境首都ー北九州エコタウン

アジアの技術首都（ものづくり拠点）

新日鉄、安川電機（ロボット）、ＴＯＴＯ

トヨタ九州、日産苅田、ゼンリン
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都道府県 ･･･ 56大学(72.3%)
市立（政令指定都市） ･･ 9大学(11.7%)
市立（政令指定都市以外） ･･･ 9大学(11.7%)
事務組合立等 ･･･ 3大学( 3.9%)

公立大学の学校数・在学者数（Ｈ20年度学校基本調査）

公立大学協会

都道府県都道府県都道府県都道府県
56大学大学大学大学 72%

一部事務組合一部事務組合一部事務組合一部事務組合
広域連合広域連合広域連合広域連合
3大学大学大学大学 4%

政令指定都市政令指定都市政令指定都市政令指定都市
以外以外以外以外のののの市市市市
9大学大学大学大学 12%

政令指定都市政令指定都市政令指定都市政令指定都市
9大学大学大学大学 12%

公立大学 国立大学 私立大学 計 公立の割合

学校数※ 90校 86校 589校 765校 11.76%

在学者数 131,970人 623,811人 2,080,346人 2,836,127人 4.65%

※学校基本調査の学校数は学生募集を停止した大学を含んでいる。

日本の設置形態別大学と公立大学

北九州市立大学 ５学部・学群、４研究科、学生６５００人
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研究資源

教育資源

北九州学術研究都市

技術開発センター群

都市政策研究所

基盤教育・学部専門教育

地域創生学群

経営専門職大学院・K²BS

高大連携

公開講座・科目等履修生

コミュニティ・コース等

NPO コラボラ（子育て支援）

NPO 守るんジャー

退職層・高齢者

勤労者・NEET

主婦等在宅者

乳幼児・小中生

高校生等

ライフ・ステージと教育・研究資源の活用

政策提言・街づくり参加

大学院博士前期・後期課程

加 齢

在学世代

北九州市立大学の地域貢献基本戦略



7

経
済
学
科

英
米
学
科

中
国
学
科

国
際
関
係
学
科

地
域
創
生
学
類

環
境
生
命
工
学
科

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
化
学
科

政
策
科
学
科

法
律
学
科

人
間
関
係
学
科

比
較
文
化
学
科

経
営
情
報
学
科

国際環境工学部
（250）

基盤教育センター H18.4設置
H19.4科目提供開始

基盤教育センター
ひびきの分室
H20.4設置

科目提供 科目提供

外国語学科
英語専攻
中国語専攻

H19.4 再編

外国語学部
（241）

経済学部
（284）

文学部
（222）

法学部
（253）

地域創生学群
（90）

うち夜間(40)

北方キャンパス
（1090）

ひびきのキャンパス
（250）

H20.4学科再編H21.4開設H19.4学部学科等再編

(80)

(111) (50)

(76)

(80) (90)

うち夜間(40)

(142)(142)

(142) (177)

(45)

(45)

(70) (45)

(45)

6学部
入学定員
1340名

15学科

H20.4
名称変更

環
境
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

環
境
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科

環
境
化
学
プ
ロ
セ
ス
工
学
科

H20.4再編

（注）（ ）は入学定員

（注）外国語学部外国語学科はH19.4募集停止，国際環境工学部環境化学プロセス工学科はH20.4募集停止

（注）文科系4学部の夜間主コースはH21.4募集停止

２つのキャンパスー６学部（群）・１５学科・４研究科

北
方
キ
ャ
ン
パ
ス

ひ
び
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス

英語教育拠点
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専門職大学院

社会システム研究科
博士後期課程（8）

社会システム研究科
博士前期課程(34)

(H20.4再編)

現代経済
専攻
(8)

文化・言語
専攻
(10)

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨｰ
専攻
(8)

東アジア
専攻
(8)

法学研究科
(10)

法律学
専攻
(10)

マネジメント
研究科(30)
(H19.4設置)

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
専攻
(30)

国際環境工学研究科
博士前期課程(130)

(H20.4設置)

環境工学
専攻
(40)

情報工学
専攻
(40)

環境
システム
専攻
(50)

国際環境工学研究科
博士後期課程(32)

(H20.4設置)

環境工学
専攻
(10)

情報工学
専攻
(10)

環境
システム
専攻
(12)

４研究科
10専攻

入学定員244名

経営学
研究科

（修士課程）

(10)

経済学
研究科

（修士課程）

(10)

外国語学
研究科

（修士課程）

(10)

人間文化
研究科

（修士課程）

(14)

ひびきのキャンパス
（162）

（注）（ ）は入学定員

北方キャンパス
(82)

H20.4募集停止
・再編

H19.4
募集停止

地域社会システム専攻

地域社会領域 思想文化領域
東アジア

社会圏領域

大学院

社会人教育拠点
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２つのキャンパスと北九州学術研究都市

エコタウンエコタウンエコタウンエコタウン

北九州空港北九州空港北九州空港北九州空港

ひびきひびきひびきひびきコンテナターミナルコンテナターミナルコンテナターミナルコンテナターミナル

北九州学術研究都市北九州学術研究都市北九州学術研究都市北九州学術研究都市

ＦＡＩＳ作成

北方Ｃ

ひびきのＣ

９９９９



10１０１０１０１０



11１１１１１１１１



12

文

部

科

学

省

九
州
工
業
大
学

情報生産システム研究科

生
命
体
工
学
研
究
科

早稲田大学

国
際
環
境
工
学
研
究
科

北
九
州
市
立
大
学

北

九

州

市

北九州産業学術推進機構

運
営
費
交
付
金

私学助成金

科学研究費等

運
営
費
交
付
金

知的ｸﾗｽﾀｰ資金等

北九州学術研究都市の構図

2001.4設立

経
済
産
業
省民間企業

7

民間企業

矢田作成

北九州産業学術推進機構
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生涯学習生涯学習生涯学習生涯学習

社会人入学社会人入学社会人入学社会人入学

大学間連携大学間連携大学間連携大学間連携

地域地域地域地域とととと連携連携連携連携
産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携小中高連携小中高連携小中高連携小中高連携

北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学

・・・・公公公公 開開開開 講講講講 座座座座
・・・・科目等履修生科目等履修生科目等履修生科目等履修生
・・・・日本語入門講座日本語入門講座日本語入門講座日本語入門講座

・・・・法学部法学部法学部法学部コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ・・・・コースコースコースコース

・・・・地域創生学群地域創生学群地域創生学群地域創生学群・・・・社会人枠社会人枠社会人枠社会人枠

・・・・ビジネスビジネスビジネスビジネス・・・・スクールスクールスクールスクール
マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント研究科研究科研究科研究科

・・・・子育子育子育子育てててて支援支援支援支援ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ等等等等とのとのとのとの連携連携連携連携
・・・・「「「「コラボラキャンパスコラボラキャンパスコラボラキャンパスコラボラキャンパス

ネットワークネットワークネットワークネットワーク」」」」
・・・・留学生留学生留学生留学生のののの地域交流地域交流地域交流地域交流

・・・・スーパーサイエンスハイスクールスーパーサイエンスハイスクールスーパーサイエンスハイスクールスーパーサイエンスハイスクール

・・・・高大連携高大連携高大連携高大連携プログラムプログラムプログラムプログラム
・・・・ジュニアマイスタージュニアマイスタージュニアマイスタージュニアマイスター養成講座養成講座養成講座養成講座
・・・・地域密着型環境教育地域密着型環境教育地域密着型環境教育地域密着型環境教育プログラムプログラムプログラムプログラム
・・・・高校中国語担当教員研修高校中国語担当教員研修高校中国語担当教員研修高校中国語担当教員研修
・・・・市教育委員会市教育委員会市教育委員会市教育委員会とのとのとのとの包括協定包括協定包括協定包括協定

・・・・北九州北九州北九州北九州４４４４大学連携大学連携大学連携大学連携
・・・・学研都市内学研都市内学研都市内学研都市内でのでのでのでの連携連携連携連携
（（（（大学院間大学院間大学院間大学院間のののの単位互換単位互換単位互換単位互換））））
・・・・連携大学院連携大学院連携大学院連携大学院

（（（（カーエレクトロニクスカーエレクトロニクスカーエレクトロニクスカーエレクトロニクス））））
・・・・大学大学大学大学コンソーシアムコンソーシアムコンソーシアムコンソーシアム関門関門関門関門

・・・・中小企業大学校中小企業大学校中小企業大学校中小企業大学校とのとのとのとの連携連携連携連携
・・・・産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携によるによるによるによる共同開発共同開発共同開発共同開発
・・・・施設施設施設施設のののの共同利用推進共同利用推進共同利用推進共同利用推進

地域貢献六面作戦

大學堂大學堂大學堂大學堂
技術技術技術技術センターセンターセンターセンター群群群群
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平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年６６６６月月月月２７２７２７２７日日日日（（（（火火火火））））毎日新聞毎日新聞毎日新聞毎日新聞 夕刊夕刊夕刊夕刊 １１１１
頁頁頁頁
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日本一留学生に親切な大学
５つの理由

１．留学生の大きな悩み・授業料は・・・授業料減免
本学では、留学生ほぼ全員に対して授業料を減免し、留学生の
経済的負担を軽減しています。

２．がんばる留学生には・・・奨学金制度
本学同窓会から、日本人学生と同様留学生に対しても優秀な
学生に対して、奨学金を出しています。

３．万一の病気に備えて ー 国民健康保険料の補助 9割

４．心の支え「日本のお母さん」 － フォーラムこくら南

５．日本語教育、留学生教育の拠点 － 国際教育交流センター
15
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ある夜、突然激しい腹痛に襲われた事
がありました。数時間我慢していまし
たが、夜中２時頃には我慢しきれず、
「フォーラムこくら南」のお母さんに
連絡しました。お母さんはすぐに駆け
つけて下さり、病院でずっと一緒に対
応して下さいました。慣れない外国で、
救急車の電話番号さえ分からず心細
かった、そんな時に助けてくれたのは
『日本のお母さん』です。お母さん、
ありがとうございました！

短期留学生・仁川大学校
韓国 Ｓ・Ｋ

真夜中でも駆けつけてくれた『日本のお母さん』
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留学生支援ボランティア フォーラムこくら南、

国際交流ボランティアグループ『ひびきの』

バス・ハイク日本のお母さん

年間行事

新入生歓迎会

ﾊﾞｽﾊｲｸ春、秋

文化ﾌｫｰﾗﾑ２

親睦会

卒業祝う会
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協協協協協協協協同同同同同同同同
競競競競競競競競争争争争争争争争 福岡大学福岡大学福岡大学福岡大学福岡大学福岡大学福岡大学福岡大学

共同研究開発共同研究開発共同研究開発共同研究開発センターセンターセンターセンター共同研究開発共同研究開発共同研究開発共同研究開発センターセンターセンターセンター

産学連携産学連携産学連携産学連携センターセンターセンターセンター産学連携産学連携産学連携産学連携センターセンターセンターセンター

新産業新産業新産業新産業のののの創出創出創出創出新産業新産業新産業新産業のののの創出創出創出創出 既存産業既存産業既存産業既存産業のののの高度化高度化高度化高度化既存産業既存産業既存産業既存産業のののの高度化高度化高度化高度化

情報技術高度化情報技術高度化情報技術高度化情報技術高度化センターセンターセンターセンター情報技術高度化情報技術高度化情報技術高度化情報技術高度化センターセンターセンターセンター

企業企業企業企業・・・・研究機関研究機関研究機関研究機関企業企業企業企業・・・・研究機関研究機関研究機関研究機関

22．．北九州学術研究都市での北九州学術研究都市での産官学連携産官学連携

九州工業大学九州工業大学九州工業大学九州工業大学九州工業大学九州工業大学九州工業大学九州工業大学

早稲田大学早稲田大学早稲田大学早稲田大学早稲田大学早稲田大学早稲田大学早稲田大学

北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学

事業化支援事業化支援事業化支援事業化支援センターセンターセンターセンター事業化支援事業化支援事業化支援事業化支援センターセンターセンターセンター

ＦＡＩＳ作成

１４１４１４１４
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九州工業大学大学院
生命体工学研究科

生体機能専攻

脳情報専攻

【教員】45名

【学生】収容定員 352名
修士課程 122名/年
博士課程 36名/年

北九州市立大学

国際環境工学部
エネルギー循環化学科
機械システム工学科
情報メディア工学科
建築デザイン学科
環境生命工学科

【教員】76名
【学生】収容定員 1000名

大学院国際環境工学研究科
環境システム専攻

環境工学専攻
情報工学専攻

【学生】収容定員 356名

修士課程 130名/年

博士課程 32名/年

早稲田大学大学院
情報生産システム研究科

情報アーキテクチャ分野

生産システム分野

システムLSI分野

【教員】31名
【学生】収容定員 460名

修士課程 200名/年

博士課程 20名/年

主な進出大学 ※定員はH22年度
FAIS作成

１３１３１３１３
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北九州エコタウンのスキーム

出所）http://www.kitaq-ecotown.com/about/index.html

北九州市資料
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リサイクルコンビナート構想の着眼点

大量生産・大量消費時代

→大量廃棄物

埋立地の限界、環境汚染

資源の浪費・枯渇の危機

北九州都市圏のゴミ問題

鉄鋼・化学コンビナート

新日鉄・三菱化学 原料

住友金属、旭硝子 市場

関連企業群 技術

リサイクルコンビナート

自動車・家電・ＯＡ機器

ペットボトル・建設財

広大な臨海部の埋立地

大都市隣接、安価、

少数の所有者、隔離性

日本海岸臨海
産業廃棄物

環境都市・北九州市 政策

一般廃棄物

再生用原料

再生技術支援

市民説明・理解

土地

原料

赤字は立地要因地域内に良好な立地要因揃う

港湾

矢田作成

２０００ha
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北九州市立大学発　「環境モデル都市」支援プロジェクト

北九州市立大学型200年住宅の開発・普及

１　高耐久・高耐震住宅外皮の開発
２　気候風土を考慮した住宅環境計画と総合環境性能評価
３　インフィルの可変性を考えたデザインチェック
４　200年住宅にふさわしい良好な街並みの形成・維持

有価廃棄物からのレアメタル回収システムの開発
　　　　　　　　　　（環境省：平成２１～２３年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　総額約９千万円）

１　廃棄物の選択破砕・分別技術
２　レアメタルの効率的浸出技術
３　浸出溶液からのレアメタルの高度分離プロセス

アジアの低炭素化

１　環境リーダーの育成（戦略的環境リーダー育成拠点プログラム
　　　　　　　　　　　　文部科学省：平成２１～２５年度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額約２億５千万円）

２　ベトナム都市域の衛生環境改善とベトナム戦争被害修復の同時実現
３　下水処理に着目した中国天津市のエコシティ開発

CO2CO2CO2CO2排出量排出量排出量排出量のののの内訳内訳内訳内訳
　　　　　　　　産業用産業用産業用産業用　　　　６６６６６６６６％％％％
　　　　　　　　輸送用輸送用輸送用輸送用　　　　　　　　９９９９％％％％
　　　　　　　　業務用業務用業務用業務用　　　　　　　　８８８８％％％％
　　　　　　　　家庭用家庭用家庭用家庭用　　　　　　　　７７７７％％％％
　　　　　　　　そのそのそのその他他他他　　　　１０１０１０１０％％％％
　　　　　　　　　　（　　（　　（　　（2005200520052005年度推計年度推計年度推計年度推計））））

CO2削減削減削減削減
1560万万万万t⇒⇒⇒⇒760万万万万t

   （（（（2005年年年年）　）　）　）　 （（（（2050年年年年））））

新エネルギーの開拓と従来型エネルギーの効率的利用

１　フィッシャー・トロプシュ合成用鉄系複合触媒とそれを用
　いる低圧ＢＴＬ技術の開発
　（経済産業省：平成２１・２２年度　総額約４千万円）

２　地域資源（竹、汚泥等）を利用したバイオ燃料プロセスの開発
３　廃プラスチック油化技術の開発
４　油脂の接触改質によるクリーンディーゼル燃料の製造

北九州型消火システムの開発

１　環境にやさしい泡消火剤の開発
２　圧縮空気泡消火システム対応新型消防車の開発
３　新型オールインワンノズルの開発
４　新型小口径ホースの開発

（効率的な消防戦術の開発
　消防庁：平成１９・２０年度
　　　　　　総額約４千万円）
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第5回 産学官連携功労者表彰：H19.06.16

文部科学大臣賞
「九州広域クラスターの推進」（システムLSI設計開発拠点の形成）

総務大臣賞
「少水量型消火剤の開発と新たな消火戦術の構築」

１ 機関及び連携機関
企業 シャボン玉石けん㈱、㈱古河テクノマテリアル、㈱モリタ
大学 北九州市立大学
行政 北九州市消防局

２ 受賞者

高橋 道夫 （シャボン玉石けん㈱ 専務取締役）
上江洲 一也（北九州市立大学 教授）
山家 桂一 （北九州市消防局 防災対策部長）

１ 機関及び連携機関
大学 九州大学、九州工業大学、北九州市立大学、福岡大学、早稲田大学
行政 福岡県、北九州市、（財）福岡県産業・科学技術振興財団、(財)北九州産業学術推進機構

２ 受賞者

麻生 渡 （九州広域クラスター本部会議議長、福岡県知事）
安浦 寛人（九州広域クラスター福岡地域研究統括、九州大学システムＬＳＩ研究センター センター長）
国武 豊喜（九州広域クラスター北九州学術研究都市地域研究統括、北九州市立大学副学長）
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平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年５５５５月月月月１６１６１６１６日日日日（（（（金金金金））））
朝日新聞朝日新聞朝日新聞朝日新聞 朝刊朝刊朝刊朝刊
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北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学北九州市立大学
【代表校】

情報通信
組込みシステム技術

早稲田大学早稲田大学早稲田大学早稲田大学
【連携校】

LSI設計技術
情報アーキテクチャ
制御・計測工学

九州工業大学九州工業大学九州工業大学九州工業大学
【連携校】

脳情報工学
人間親和性技術

（（（（財財財財））））北九州産業学術推進機構北九州産業学術推進機構北九州産業学術推進機構北九州産業学術推進機構

北北北北 九九九九 州州州州 市市市市
○○○○研究研究研究研究ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ゚゚゚のののの調整調整調整調整

○○○○研究室研究室研究室研究室・・・・教材機器教材機器教材機器教材機器のののの管理管理管理管理

○○○○履修履修履修履修プログラムプログラムプログラムプログラムのののの作成作成作成作成・・・・運用運用運用運用

○○○○研究研究研究研究インターンシップインターンシップインターンシップインターンシップのののの実施実施実施実施

○○○○共同共同共同共同HP開設開設開設開設、、、、パンフレットパンフレットパンフレットパンフレット作成作成作成作成

北九州学術研究都市連携大学院による
カーエレクトロニクスコース高度専門人材育成拠点の形成

連携大学院の実施体制

２００８年度

７６００万円

２００８－２０１０
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３．北方キャンパスでの地域連携 ① 社会人教育

２３２３２３２３
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経
済
学
科

英
米
学
科

中
国
学
科

国
際
関
係
学
科

地
域
創
生
学
類

環
境
生
命
工
学
科

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
化
学
科

政
策
科
学
科

法
律
学
科

人
間
関
係
学
科

比
較
文
化
学
科

経
営
情
報
学
科

国際環境工学部
（250）

基盤教育センター H18.4設置
H19.4科目提供開始

基盤教育センター
ひびきの分室
H20.4設置

科目提供 科目提供

外国語学科
英語専攻
中国語専攻

H19.4 再編

外国語学部
（241）

経済学部
（284）

文学部
（222）

法学部
（253）

地域創生学群
（90）

うち夜間(40)

北方キャンパス
（1090）

ひびきのキャンパス
（250）

H20.4学科再編H21.4開設H19.4学部学科等再編

(80)

(111) (50)

(76)

(80) (90)

うち夜間(40)

(142)(142)

(142) (177)

(45)

(45)

(70) (45)

(45)

6学部
入学定員
1340名

15学科

H20.4
名称変更

環
境
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科

環
境
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科

環
境
化
学
プ
ロ
セ
ス
工
学
科

H20.4再編

（注）（ ）は入学定員

（注）外国語学部外国語学科はH19.4募集停止，国際環境工学部環境化学プロセス工学科はH20.4募集停止

（注）文科系4学部の夜間主コースはH21.4募集停止

２つのキャンパスー６学部（群）・１５学科・４研究科

北
方
キ
ャ
ン
パ
ス

ひ
び
き
の
キ
ャ
ン
パ
ス

英語教育拠点
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専門職大学院

社会システム研究科
博士後期課程（8）

社会システム研究科
博士前期課程(34)

(H20.4再編)

現代経済
専攻
(8)

文化・言語
専攻
(10)

地域
ｺﾐｭﾆﾃｨｰ
専攻
(8)

東アジア
専攻
(8)

法学研究科
(10)

法律学
専攻
(10)

マネジメント
研究科(30)
(H19.4設置)

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
専攻
(30)

国際環境工学研究科
博士前期課程(130)

(H20.4設置)

環境工学
専攻
(40)

情報工学
専攻
(40)

環境
システム
専攻
(50)

国際環境工学研究科
博士後期課程(32)

(H20.4設置)

環境工学
専攻
(10)

情報工学
専攻
(10)

環境
システム
専攻
(12)

４研究科
10専攻

入学定員244名

経営学
研究科

（修士課程）

(10)

経済学
研究科

（修士課程）

(10)

外国語学
研究科

（修士課程）

(10)

人間文化
研究科

（修士課程）

(14)

ひびきのキャンパス
（162）

（注）（ ）は入学定員

北方キャンパス
(82)

H20.4募集停止
・再編

H19.4
募集停止

地域社会システム専攻

地域社会領域 思想文化領域
東アジア

社会圏領域

大学院

社会人教育拠点
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年度 区分 期間 テーマ
講義
回数

募集人
員

応募者
数

決定
者数

延受講
者数

春期公開講座Ⅰ 5/28～7/16 英米文学のふるさと 8 100 215 215 1,147

春期公開講座Ⅱ 6/18～8/13 歴史学の最前線ー欧米における歴史研究のゆくえー 8 100 158 158 851

秋期公開講座Ⅰ 10/8～12/10 戦後６０年の軌跡－還暦を迎えた国際社会 8 50 186 186 1,040

秋期公開講座Ⅱ 10/13～12/1 グローバル化と地域社会の変貌 7 50 31 31 131

秋期公開講座Ⅲ 11/19～1/14 北九州市場大学 5 30 30 30 55

36363636 330330330330 620620620620 620620620620 3,2243,2243,2243,224

春期公開講座Ⅰ 6/3～7/15 「まちがい」の心理学 7 70 222 110 543

春期公開講座Ⅱ 6/10～7/29 北九州市の再生 8 100 84 84 423

夏期公開講座Ⅰ 8/5～9/30 アメリカのミュージカル　ミュージカルのアメリカ 7 100 98 98 478

夏期公開講座Ⅱ 8/5～8/26 ことのばしくみ 4 50 117 117 334

夏期公開講座Ⅲ 9/2～9/30 お金のはなし 5 50 50 50 173

秋期公開講座Ⅰ 10/7～12/16 英米文学のふるさとⅡ 9 100 155 155 898

秋期公開講座Ⅱ 10/14～12/16 北九州の近代化遺産 8 50 97 97 562

48484848 520520520520 823823823823 711711711711 3,4113,4113,4113,411

春期公開講座Ⅰ 6/9～8/4 社会人のための世界史講座 8 100 200 200 1,155

春期公開講座Ⅱ 6/16～7/7 女と男の「ジェンダー論」 4 40 49 49 127

夏期公開講座Ⅰ 8/11～9/29 アメリカのミュージカルの黄金時代 8 50 70 70 391

夏期公開講座Ⅱ 8/18～8/29 「わがまち北九州」のまちづくり～２０年の軌跡～ 7 50 41 41 181

夏期公開講座Ⅲ 8/20 ちびっ子ふれ合い柔道教室 1 30 36 36 36

秋期公開講座Ⅰ 10/13～12/15 英米文学のふるさとⅢ 8 100 128 128 762

秋期公開講座Ⅱ 10/20～12/8 英語のトリビア 6 50 80 80 324

46464646 420420420420 604604604604 604604604604 2,9762,9762,9762,976

春期公開講座Ⅰ 5/24～7/12 今すぐ使える中国語－オリンピック観戦実践会話 8 40 61 61 333

春期公開講座Ⅱ 5/24～8/2 英米文学のふるさとⅣ 10 100 186 186 1,221

春期公開講座Ⅲ 6/3～7/22 マンガ史入門 8 50 94 94 373

夏期公開講座Ⅰ 7/26～9/13 至高のアメリカンミュージカル 8 50 89 89 489

夏期公開講座Ⅱ 7/30～7/31 中学生ベースボールスクール 2 100 88 88 168

夏期公開講座Ⅲ 8/5 ちびっこふれあい柔道教室 1 30 51 51 51

夏期公開講座Ⅳ 8/9～9/13 地域創生学入門～これからの地域づくりを考える～ 6 100 98 98 403

秋期公開講座Ⅰ 10/4～12/13 国際・教養・文化ゼミナール；私の専門・自著を語る 9 100 107 107 536

秋期公開講座Ⅱ 10/25～12/20 世界遺産を学ぼう 7 50 158 158 707

59595959 620620620620 932932932932 932932932932 4,2814,2814,2814,281

20

年度計年度計年度計年度計

19

年度計年度計年度計年度計

18

年度計年度計年度計年度計

17

年度計年度計年度計年度計

公
開
講
座
実
施
状
況
ー
０
５
か
ら
０
８
年
度

生涯学習

２６２６２６２６
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② 小中高校生教育支援

１．北九州市教育委員会との包括連携協定 学生ボランティア派遣

２．サマースクール 高校生の大学ゼミ参加

１８講座 ー 高校生 ２１校 ２６７名

３. 小倉高校 スーパーサイエンスハイスクール

国際環境工学部 ６０名、地域創生学群 １０名

４．北九州市立高校 （～Ｈ１９）

大学教員の出前講義 ビジネス講座、流通論など

５．桜ヶ丘小学校への大学生の生徒支援

北九大子ども応援団 １０名

６．「田んぼの学校」 ー 小学校4―6年生
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守るんジャー
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③ 教員と学生によるＮＰＯ活動

①竹林保全活動 ー 国際環境工 デワンカー准教授

②２１世紀の北九州市のまちづくり ー 法 楢原教授

③黒崎まちなかプロジェクト ー 国際環境工 赤川准教授

④チャイルドライン北九州 ー 文 河嶋教授

⑤旦過市場の文化拠点活動 ー 大學堂 文 竹川教授

⑥自然史・歴史博物館と共同の郷土資料整理 ー 文 八百教授

⑦松本清張記念館運営参画 ー 文 赤塚教授

⑧夢追い塾参画 ー ＢＳ 城戸准教授

⑨希少金属回収活動 ー ＢＳ 松永准教授
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子育て支援ーコラボラ（菜園活動）

「乳幼児子育てネットワーク・ひまわり」、「北九州子育ち・親育ちエンパワメントセンター」

「高齢社会をよくする北九州女性の会」と協定
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北九州市の政策形成への市立大学教員の参画

北九州市基本構想の策定ー２００７．１０－０８．１０

審議会 委員長 矢田俊文、委員 赤川貴雄（工）、柳井雅人（経）

山崎克明（名）、稲垣忠（特任）

市民会議 恒吉紀寿（文）、稲月正（基）、城戸宏史（BS）

北九州市都市経営戦略会議委員長 齋藤貞之（BS）

北九州市公共事業再評価委員会委員長 吉村弘（社会システム）

北九州市政府調達苦情検討委員会委員長 晴山英夫（経）

北九州市国民健康保険運営協議会会長 迎由理男（経）

子どもの未来をひらく教育改革会議座長 恒吉紀寿（文）

北九州市消費生活審議会会長 岡本博志（法）
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都市政策研究所の成果

自主研究の例

関門特別市に関する基礎研究

－地方分権改革後の関門地域への展望ー

知的創造都市の形成・促進要因と都市間連携に関する研究

受託研究の例

ルネッサンス構想の評価に関する調査 北九州市 2007

北九州市総合交通戦略策定に関する調査 北九州市 2007

黒崎地区商業活性化のための調査 北九州商工会議所 2007

北部九州における中心市街地活性化に関する調査

九州地域産業活性化センター 2007

自主研究、受託研究 政策立案、コンサルタント、情報提供
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教

員

学

生

大学コンソーシアム関門

コーディネート科目
「関 門 学」

(科目例）

産業と経済、東アジア、
近代史、芸術と人間群
像、文学、自然

大学提供科目
「現代の教養」

（科目群）
社会、国際、文化、教育、
健康、自然、環境

サ テ ラ イ ト 教 室

単 位 互 換 協 定

市 民科目等履修生

地域の知識資産
（人・組織・施設）

【例】
国際東アジア研究センター、
自然史博物館、文学館、
水族館 etc．

協 力

北

九

州

市

・
下

関

市

サポート

西日本工
業大学

下関市立
大学

関門大学連携学長会議

コンソーシアム関門
運営委員会

コンソーシアム関門 事務局

参加大学 事務局

組 織 イ メ ー ジ

北九州市
立大学

梅光学院
大学

九州国際
大学

九州共立
大学

④ 大学間連携
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